
























































































の平均μstは時点 tの状態によって変化するが、平均からの乖離 Yt－μst ,  Yt－1－μst－1 ,  Yt－2－
μst－2 … は同じ回帰係数をもつ自己回帰モデルに従うと仮定されている。また各時点における





















































































































































次にu tを以下のようにσ2で割ってY 1tという変数をつくると、Y 1tはN（0，1＋S1t h t）に従う。
u tは t＝1，2，…，TのT個のデータであるが、状態が１だけのデータに絞ると、1＋S1t h 1＝
1＋h 1となるから、N（0，1＋h t）に従う。 ＝1＋h1の事前分布として IG（ν1，δ1）を仮定し
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